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講師の大西香菜子先生。「“かなっち”って呼んでね」ということで、

この場では「かなっち～！」と呼んでいた子どもたちでしたが、後で

「何て呼んでって言ってた？」と尋ねると「そめっち！！」と言ってい

ました。【香菜子】と【染め物】が混ざってしまいました…(笑) 

①玉ねぎの皮を煮る。液の色は茶色。「しょうゆみた

いや！」と言う子が多かったです。 

②布を水に入れてぬらした後、絞る。 

③玉ねぎの皮を煮だした液に布

を入れる。布の端っこを持って、

そ～っと入れました。 

④布をしばらく液に漬けたままにする。肌寒い日

だったので、布が漬けてある液に手をかざして、

「あったか～い♡」と、暖をとっていました。 

⑤“魔法の液（定着液）”に

布を入れて、割りばしでつ

ついて、しっかり染み込む

ようにする。魔法の液に入

れると、薄い茶色っぽかっ

た布が鮮やかな黄色に変わ

り、「いろがかわった～！す

ごい！！」と驚いていまし

た。 

⑥洗う。大人が洗った

後、仕上げに子どもた

ちも洗いました。 

⑦輪ゴムをはずす。しっかり模様

が出るように固く結んだので「か

たい！」「もう！なんではずれへ

んの！！」と、ブツブツ文句を言

いながらも、模様が見えるのを楽

しみに、がんばってはずしていま

したよ。 

⑧できあがり。輪ゴム

をはずずと模様が見え

てきて「すご～い！」

「かっこいい～！」と

大喜びでした。 

３日（火）に、くま組が染物体験をしました。今年も地域にお住いの大西香菜子先生（この園

の卒園児です）に来ていただいて、染め方を教えてもらいました。事前の準備として、布の半

分は豆乳で絵を描き、もう半分は輪ゴムで絞りました。豆乳で絵を描くと聞いて、子どもたち

はビックリしていましたよ。染めたら、どんな色になるのか、どんな模様になるのか、楽しみ

にしていました。今回、布を染めるのに使ったのは“玉ねぎの皮” です。 

布は、ナップザックにする予定です。 


